
う
や
く
回
復
か
と
思
わ
れ
て
い
た

矢
先
、
ア
メ
リ
カ
の
財
政
問
題
、

ギ
リ
シ
ャ
の
債
務
問
題
に
端
を
発

し
た
Ｅ
Ｕ
の
金
融
危
機
が
、
世
界

経
済
に
再
び
暗
雲
を
広
げ
て
い
ま

す
。 

 
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
の

経
済
見
通
し
は
、
先
進
国
の
財
政

と
金
融
の
不
確
実
性
が
著
し
く
増

幅
し
、
経
済
回
復
が
不
透
明
に
な

っ
て
き
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
ま

す
。
こ
の
様
な
状
況
下
に
於
い
て
、 

事
業
継
続
計
画(Business 

Continuity
 
Plan 

Ｂ
Ｃ

Ｐ)

が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。 

 

予
期
せ
ぬ
災
害
や
事
故

が
発
生
し
て
も
限
ら
れ
た

経
営
資
源
で
中
核
的
事
業

を
最
低
限
続
け
る
た
め
、 

工
場
の
早
期
立
ち
上
げ
や
、
代
替

生
産
の
段
取
り
を
決
め
る
な
ど
万

一
の
場
合
に
備
え
て
お
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

今
回
の
震
災
に
対
し
て
甚
大
な

被
害
の
あ
っ
た
会
社
が
有
り
ま
し

た
が
、
早
急
な
立
ち
上
げ
を
し
て

頂
い
た
事
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
な
に
よ
り
も
全
社
員
の
人

命
に
害
が
及
ば
な
か
っ
た
の
が
何

よ
り
の
事
で
し
た
が
、
御
家
族
、

御
親
族
で
災
害
に
遭
わ
れ
人
命
を

失
わ
れ
た
方
々
に
深
く
哀
悼
の
意

と
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

ま
た
、
震
災
に
遭
わ
れ
た
皆
様

の
御
苦
労
が
身
に
沁
み
ま
す
。
一

刻
も
早
く
心
身
共
に
日
常
生
活
に

復
帰
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
致
し
ま

す
。 

 

危
機
管
理
の
対
象
は
、
災
害
や

事
故
の
み
で
無
く
、
顧
客
デ
ー
タ

の
流
出
や
不
祥
事
、
海
外
展
開
す

る
会
社
で
は
テ
ロ
や
誘
拐
等
と
云

っ
た
事
態
も
想
定
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。 

 

10
月
に
実
施
し
た
Ｉ
Ｔ
部
会
に

於
い
て
シ
ス
テ
ム
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
対

す
る
対
応
の
問
題
が
提
起
さ
れ
て 
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お
り
ま
す
。 

 

危
機
と
は
、
基
本
的
に
想
定
外

で
発
生
す
る
も
の
で
す
が
、
ど
こ

ま
で
危
険
性
を
認
識
し
準
備
で
き

る
か
で
会
社
の
真
価
が
問
わ
れ
、

危
機
へ
の
備
え
は
、
実
際
の
発
生

を
防
ぐ
こ
と
に
も
繋
が
り
ま
す
。

万
一
発
生
し
た
時
の
情
報
発
信
の

迅
速
性
に
よ
り
、
会
社
の
存
続
す

ら
左
右
致
し
ま
す
。
日
頃
か
ら
備

え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

今
年
も
ア
ッ
と
い
う
間
に
２
カ

月
を
残
す
の
み
に
な
り
ま
し
た
。

年
初
に
立
て
た
目
標
を
も
う
一
度

見
直
す
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

私
も
そ
の
一
人
で
す
。 

 

各
会
社
も
大
激
変
の
今
年
度
の

計
画
の
見
直
し
を
し
て
お
り
ま
す
。 

 

私
達
は
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
稼
が
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
う
で
な
い
と
食
べ
れ
ま
せ

ん
。
自
立
も
で
き
ま
せ
ん
。
会
社

も
全
く
同
様
で
あ
り
ま
す
。
厳
し

く
辛
い
今
日
で
あ
り
ま
す
が
一
つ

の
大
き
な
節
目
で
あ
る
事
を
認
識

し
、
明
日
に
向
か
っ
て
健
全
な
体

力
作
り
に
邁
進
し
、
逆
風
を
乗
り

越
え
明
る
い
明
日
の
扉
を
開
こ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

－１－ 

予
期
せ
ぬ
災
害 ･  
想
定
外
の
事
故 

 
 

如
何
に
準
備
で
き
る
か
・・・ 

 

東
日
本
大
震
災
、
原
発
事
故
、

台
風
12
号
等
災
害
や
事
故
が
、

次
々
と
日
本
に
襲
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。
又
、
直
近
で
は
タ
イ
の
大

洪
水
等
の
自
然
災
害
が
地
球
の
至

る
所
で
発
生
し
て
お
り
ま
す
。 

 

経
済
に
於
い
て
も
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
か
ら
３
年
が
過
ぎ
、
よ 

分社グループ 木村副代表 



－２－ 

 

平
成
23
年
10
月
21
日(

金)

コ
ー
ト
ヤ
ー
ド･

マ
リ

オ
ッ
ト
銀
座
東
武
ホ
テ
ル

に
於
い
て
社
長
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
社
長
会
は
事
前

に
全
社
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト

を
収
集
し
、
震
災
以
降
の

事
業
環
境
、
上
期
の
実
績
、

下
期
の
業
績
見
直
し
等
に

つ
き
取
り
ま
と
め
、
会
議

資
料
と
し
、
各
社
の
情
報

・
意
見
交
換
の
場
と
な
り

ま
し
た
。 

 

関
山
副
会
長
の
司
会
進

行
で
ス
タ
ー
ト
、
篠
﨑
会

長
の
冒
頭
の
挨
拶
で
は
、

｢

社
長
業
は
気
が
休
ま
る 

         

時
が
あ
り
ま
せ
ん
。
特
別

の
奇
策
は
な
い
し
、
や
る

べ
き
事
を
一
生
懸
命
や
っ

て
、
世
の
中
で
『
あ
の
会

社
が
無
く
な
っ
た
ら
困
る

ぞ
』
と
い
う
よ
う
な
会
社

に
少
し
で
も
近
づ
け
、
こ

の
荒
波
の
中
で
発
展
で
き

る
よ
う
頑
張
っ
て
参
り
ま

し
ょ
う
」
と
苦
境
を
乗
り

切
る
た
め
に
共
に
助
け
合

お
う
と
い
う
思
い
が
語
ら

れ
ま
し
た
。 

 

引
き
続
き
、
事
務
局
よ

り
グ
ル
ー
プ
会
社
月
次
業

績
推
移･

上
期
業
績
報
告
、

グ
ル
ー
プ
各
社
下
期
事
業

計
画(

修
正
計
画)

に
つ
い 

て
報
告
が

な
さ
れ
、

連
絡
事
頄

と
し
て
、

提
出
書
類

等
の
お
願

い
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

平
成
23
年
度 

上
期
終
了 

下
期
の
始
動
に
各
社
邁
進 

 

次
に
、
今
年
7
月
に
開
催

さ
れ
た
装
置
部
会(

関
山
座

長)

と
、
10
月
に
開
催
さ
れ

た
Ｉ
Ｔ
部
会(

真
道
座
長)

に

つ
い
て
各
座
長
よ
り
報
告
が

な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

フ
ォ
レ
ス
ト
総
合
ケ
ア
㈱

か
ら
は
地
震･

台
風
な
ど
の

各
種
保
険
に
つ
い
て
の
お
知

ら
せ
、
日
本
フ
ラ
イ
ト
セ
ー

フ
テ
ィ
㈱
か
ら
は
遊
覧
飛
行

の
案
内
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
最
近
の
事
業
環

境
へ
の
対
応
や
今
後
の
見
通

し
な
ど
に
つ
い
て
、
数
社
か

ら
発
表
し
て
い
た
だ
き
、
闊 

達
な
意
見
・
情
報
交
換
の
場 

が
持
た
れ
ま
し
た
。 

 

終
わ
り
の
挨
拶
で
は
酒
井

代
表
が｢

円
高
が
続
き
日
本

の
厳
し
い
時
代
は
続
く
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
な
か

で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応 

         

                

し
、
過
去
最
高
益
を
あ
げ
て 

い
る
会
社
が
い
く
つ
も
あ
り

ま
す
。
状
況
は
各
業
種
に
よ

っ
て
も
違
い
ま
す
が
、
ど
う

乗
り
切
っ
て
い
く
か
各
社
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
頭
を
絞
っ
て 

い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
下
期
も
グ
ル
ー

プ
が
結
束
し
て
事
業

に
邁
進
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。 

｣

と

語
ら
れ
、
社
長
会
は

終
了
し
ま
し
た
。 

終わりに挨拶する酒井代表 

冒頭挨拶をする篠﨑会長 



     

平
成
23
年
10
月
13
日(

木)

ゆ
う
ぽ

う
と(

五
反
田)

に
お
い
て
第
一
回
目

の
「
Ｉ
Ｔ
部
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
各
社
の
シ
ス
テ
ム
担

当
者
を
中
心
に
46
名
。
前
半
で
は
大

陽
工
業
㈱
、
イ
ン
テ
グ
ラ
ン
㈱
、
㈱

大
昌
電
子
、
大
金
電
子
工
業
㈱
、
㈱

幸
大
ハ
イ
テ
ッ
ク
、
㈱
ダ
イ
チ
ュ
ー

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
、
㈱
ニ
ュ
ー
シ
ス

テ
ム
ズ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
7
社
よ
り 

     

自
社
の
Ｉ
Ｔ
活
用
状
況
に
つ
い
て
発

表
し
て
頂
き
ま
し
た
。
後
半
の
㈱
ダ

イ
チ
ュ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ
高
田
顧

問
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

事
前
に
行
っ
た
調
査
表
の
集
計
結
果

を
も
と
に
経
済
産
業
省
発
表
の
デ
ー

タ(

白
書)

と
比
較
分
析
し
た
結
果
、

グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
は
大
企
業
に

は
及
ば
な
い
も
の
の
中
小
企
業
の
平

均
値
は
上
回
っ
て
い
る
こ
と
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
次

回
は
テ
ー
マ
を
具
体
的
に
絞
り(

セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策･

Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策

等)

よ
り
詳
し
く
話
し
合
え
る
場
を
望 

む
な
ど
様
々
な
意
見

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

     

平
成
23
年
7
月
27
日
（
水
）
ゆ

う
ぽ
う
と
（
五
反
田
）
に
お
い
て

分
科
会
「
装
置
部
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
座
長
は
イ
ン
テ
グ
ラ

ン
㈱
関
山
社
長
。 

 

第
一
部
は
イ
ン
テ
グ
ラ
ン
㈱
堀

部
取
締
役
顧
問
に
よ
る
事
業
説
明

で
、
装
置･

基
板
事
業
、
環
境
事
業

と
な
ら
ぶ
電
源
開
発
事
業
、
中
で

も
特
機
事
業
向
け
の
電
源
開
発
事

業(

航
空･

宇
宙
、
防
衛(

陸
海
空
軍

)

、
防
災
等
に
使
用
さ
れ
て
い
る
電

源)

に
つ
い
て
、
ま
た
そ
れ
に
伴
う

機
密
情
報
、
重
要
書
類
の
管
理･

取

り
扱
い
な
ど
リ
ス
ク･

コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
へ
の
取
り
組
み
な
ど
が
詳

し
く
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

 

イ
ン
テ
グ
ラ
ン
は
米
国
電
源
専

業
メ
ー
カ
ー
バ
イ
コ
ー
社
の
日
本

法
人
、
バ
イ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
と

の
技
術
提
携
に
よ
り
、
カ
ス
タ
ム

電
源
の
設
計
・
製
造
及
び
バ
イ
コ

ー
社
正
規
品
のDC-DC

コ
ン
バ
ー
タ
、

V
･IChip

等
の
販
売
も
手
が
け
て
い

ま
す
。 

 

昼
食
・
休
憩
を
は
さ
み
午
後
１

時
よ
り
開
始
さ
れ
た
第
二
部
で
は
、

日
本
ア
ビ
オ
ニ
ク
ス
㈱
代
表
取
締

役
執
行
役
員
社
長
山
下
守
様
を
お

迎
え
し
て
の
特
別
講
演
と
な
り
ま

し
た
。
参
加
者
は
総
勢
58
名
。 

「
私
の
経
験
に
基
づ
く
ア
ド
バ
イ

ス
」
と
題
し
、
約
１
時
間
半
ご
講

演
頂
き
ま
し
た
。
山
下
社
長
様
の

実
体
験
に
基
づ
く
お
話
は
、
そ
の

お
人
柄
が
に
じ
み
出
た
非
常
に
あ

た
た
か
い
も
の
で
、
参
加
者
か
ら

は
第
二
回
講
演
を
望
む
声
が
多
数

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

「Ｉ
Ｔ
部
会
」 

－３－ 

  

 

 
 

Ｉ Ｔ （ 情 報 技 術 ） を 活 用 し て 経 営 戦 略 で 定
め た 目 標 を 実 現 す る 事 。   
 

 
Ｉ Ｔ 化 に よ る 部 門 内 最 適 化  
 
特定の業務システムの導入で特定業務の改善（事務効率の向上
や省力化による人件費節減など）がされている。但し各システム
は  統合されていない状態。 
 
                         
 
Ｉ Ｔ 化 に よ る 組 織 全 体 の 最 適 化   
 
情報技術の利用によりビジネス／経営管理の高付加価値化の実
施を行なう。 すべてのシステムはデータベースにて統合化されて
いる状態。  

 Ｉ Ｔ 化 と は 何 だ ろ う か ？  

分科会 

品質管
理・環境 

ＩＴ 

非製造 

プリント
基板 

板金・塗
装 

装置 

経理・税
務・金融 

総務・労
務・人材 

｢

装
置
部
会｣

 

装
置
部
会
座
長 

イ
ン
テ
グ
ラ
ン
㈱ 

 
 

 
 

 

関
山
社
長 

ＩＴ部会座長 

㈱ダイチューテクノ
ロジーズ真道社長 

㈱ダイチューテクノ
ロジーズ高田顧問 



              

  
・ 電気使用量の特に多い一部の工程の勤務体制を夜勤、 
  土日にシフト 

  
・ 冷房制限、扇風機取付、消灯励行、クールビズ期間延     
  長 

  ・ 計画停電対策として、工場の稼働日を休日に振替え 

  ・ 自家発電システムを稼働させ２０％以上の節電 

  
・ 全体照明を手元照明に変更、水銀灯他をＬＥＤに変更、 
  蛍光灯の間引き 

  
・ 出勤を顧客の出勤日に調整し対応、ノ―残業デーの 
  徹底 

  ・ 窓に遮光フィルム施工 

  ・ 事務室は日中、晴れの日は消灯 

  
・ 少人数で使用している部屋を１つに 
  まとめ、電気消費節約 

              

岩手日日新聞 8月31日(水) 朝刊 【一関・両磐地方1】 
掲載記事より  

㈱
大
昌
電
子 

 
親
子
サ
ッ
カ
ー
教
室 

開
催 

 

岩手県 藤沢町 

㈱大昌電子、インテグラン㈱の工場がある岩手県藤沢町は
平成23年9月に一関市と合併しました。 

地
域
貢
献
と
東
日
本

大
震
災
復
興
支
援
に

一
役 

 

㈱
大
昌
電
子
が
8
月
28
日
、
オ
フ
ィ
シ

ャ
ル
ス
ポ
ン
サ
ー
を
務
め
る
Ｊ
リ
ー
グ
1

部
の
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
の
コ
ー
チ
陣
を
招

い
て
、
岩
手
県
藤
沢
町
の
藤
沢
運
動
広
場

で
親
子
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
主
催
し
ま
し
た
。 

 

取
締
役
・
岩
手
副
工
場
長
の
村
上
秀
俊

氏
は
「
プ
ロ
の
コ
ー
チ
か
ら
教
わ
っ
た
技
術

を
磨
き
、
こ
こ
か
ら
10
年
後
の
な
で
し
こ

リ
ー
ガ
ー
や
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
が
出
る
と
う
れ

し
い
」
と
岩
手
日
日
新
聞
の
取
材
に
期
待

の
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
い
ま
す
。 

 

川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ
の
コ
ー
チ
陣
は
２
０

１
０
年
ま
で
Ｄ
Ｆ
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
佐

原
秀
樹
さ
ん
を
含
む
４
名
で
当
日
参
加
し

た
地
元
の
親
子
約
１
５
０
人
は
プ
ロ
の
技

術
を
学
び
な
が
ら
後
に
は
白
熱
し
た
ゲ
ー

ム
を
展
開
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。 

－４－ 

記 
 

平成 23年 12月 16日 (金) 
 

社長会・吉生会(懇親会) 開催 
 

 コートヤード・マリオット 
          銀座東武ホテル 

 
  東京都中央区銀座6-14-10 
   Tel 03-3546-0111(代) 

 【節電の夏を終えて…】  
 

 今夏の電気使用制限を受け、各社が実施した節電 

 対策の一部をご紹介いたします。 

 

                           (社長会アンケートより) 

 

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
一
ヶ
月

余
り
と
な
り
ま
し
た
。 

 

一
年
を
締
め
く
く
る
社
長
会

・
吉
生
会(

懇
親
会)

を
下
記
の
通

り
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

関
係
各
位
に
は
後
日
事
務
局

よ
り
ご
案
内
を
お
送
り
い
た
し

ま
す
。 

 

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 


